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特別 企画 (P1<) 
P1 アク セス FSA 第 200 号 発行 ! 
講演 ・ 会 議 等 (P2 て ) 
P2 麻生 大 臣 、 事 業者 の 資金 繰り 支援 に つい て 全国 銀行 協会 等 に 要請 
と | P5 FinCity Global Forum へ ぐ て 資産 運用 と 国際 金融 都市 の 目指 す 未 来 ン 
政策 解説 コー ナー  (P7^ へ ) 
P7 「LIBOR 利 用 状況 調査 結果 の 概要 及び 求め られ る 今後 の 主 な 対応 」 
の 公表 に つい て 
監督 局 銀行 第 一 課 課長 補佐 平林 高明 
P9 バイ ナリ ー オ プシ ョ ン 取 引 に あたっ て ご 注意 くだ さい ! 
~US B な ど 高 額 な 情報 商 材 の 購入 に 関す る 相談 が 増加 し て いま す 
監督 局 証券 課 課長 補佐 佐藤 径 子 、 課 長 補佐 光武 政美 
分 係長 歌 野 英紀 、 係 長 松尾 和哉 
お 知ら せ  (P11 ぐ ) 
P11 BookDrive 2020 in FSA 


P13 Blockchain Global Governance Conference に 
納 特別 オン ライ ン パ ネル 討論 開催 


P14 「 大 幹 系 シス テム ・ フ ロン トラ ン ナ ー・ サポ ー ト ハブ 」 の 設置 に つい て 
今月 の 金融 庁 の 主 な 取組 み (P15) 


Fa TH 

F ET 中 + ~~ — こ 、 ーー ュ ー、 ー、 

oy = オン ライ ン 版 は こち ら か ら fj, 
回 串 可 村 https://www.fsa.qo.jp/access/index.html 





金融 庁 





平成 14 年 12 月 、 金 融 庁 の 施策 を より 幅広 く 、 タ イム リー に 、 わ か りや すく 解説 する た め 、 人 金 思 
庁 の ホッ ト な 情報 に 直ちに アク セス で きる ウェ ブサ イト 上 の 月 刊 金融 庁 広報 誌 *" と し て 、 「 ア クセ 














ス FSA」 の 創刊 号 が 発行 され まし た 。 

創刊 当時 の 金融 行政 は 、 日 本 の 金融 アレ ステ ム の 信頼 を 回 復 す る た め 不 良 債権 問題 の 正常 化 に 向け 
て 全力 で 取り 組ん で いる 時 期 で あり 、 専 門 的 で 分 か り に くく な り が ちな 金融 に 関す る 様々 な 話題 に 
つい て 、 大 臣 会 見 等 の 質疑 応答 を の 中 か ら 人 金融 に 関す る 旬 な 話題 を セレ クト し た り 、 金 融 用 語 に つい 
62D200209 ROBE9SS me の US の AGU IO 

それ か ら 、 1 号 1 号 発行 を 積み 重ね 、 令 和 元 年 9 月 発行 の 第 194 号 で は 、 さ ら に みな さま に 読ん 
GUWe た AU の UBA 証 画 の は うつ ビレ 01 ロウ ド る 内 則り 0 是 5 / ル し 生 具 で や 図 ス ク 用 | 
0 料 に NN い 政 策 の 背景 や 経緯 等 を お 知ら せ す る 内 容 に 刷新 し まし た 。 そ し 

ララ 四 の 人 人 2GE 目 紀和 56 まま U 6G 200 喧 る 人 0 の ここ かい でき SIU/ 

0 みな さま に 親しみ を 持っ て 読ん で いた だ ける 金融 庁 広報 誌 | アク セス FSA| と な る よう 

内 征夫 (000G ま いい WI に れれ か ら も は の 1 (5 有 UU た し 9 










































































創刊 号 「 第 100 号 











て ご 注意 < い 
に 関す る 相 語 が 堆 し て いま す 一 
時 寿 還 き 計 評 貢 利 逢 佐 錬 和子 。 娠 半 丘 算 元 丈 到 革 1 
が mn 





お 知ら せ (Pic 
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麻生 大 臣 、 事 業者 の 資金 繰り 支援 に つい て 


全国 銀行 協会 等 に 要請 


麻生 大 臣 は 、 3 月 16 日 、 財 務 省 で 全国 銀行 協会 高島 
誠 会 長 や 日 本 政策 金融 公庫 田中 一 穂 総裁 ら と 面会 

し 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 影響 拡大 に 伴う 事業 
者 へ の 資金 繰り に つい て 以下 の よう に 要請 し まし た 。 





























| 20 

@ 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 影響 拡大 に 伴い 、 事 業 
者 か ら の 資金 繰り に 関す る 不安 の 声 に 加え 、 年 度 末 
の 金融 繁忙 期 が 控え て いる こと も 踏ま え 、 こ れ ま で 
も 、 事 業者 の 実情 に 応じ た 十分 な 対応 に 万 全 を 期し 
NE 請 MGS0SGNE つの 00 の 97 上 
め て 、 要 請 を 行う 。 | 


【 民 間 金 融 機 関 に つい て 】 

@ 民間 金融 機関 に お いて は 、 事 業者 訪問 等 に より きめ 細か く 実 態 を 把握 し 、 新 規 融 資 や 条件 変更 に 迅 

速 か つ 柔軟 に 対応 し て 頂き た い 。 ま た 、 担 保 ・ 保 証 に つい て も 、 弾 力 的 に 対応 願い た い 。 

@ また 、 こ うし た 取組 み を 事業 者 に 十分 認識 し て も ら う た め 、 今 後 、 全 国 の 中 小 企業 団体 に リー フ 
レッ ト を 配付 する な ど し 、 積 極 的 に 周知 する 予定 。 

@ 金融 庁 と し て も 、 積 極 的 な 資金 繰り 支援 が な され る よう 、 引 き 続 き し っ か り と モニ タリ ング し て ま 
いる 所 存 。 

@ な お 、 足 許 、 金 融 機 関 の 資本 や 流動 性 に 直ちに 懸念 が ある と は 承知 し て いな い が 、 国 際 的 に 活動 す 
る 金融 機関 に お いて は 、 規 制 上 の バッ ファ ー を 必要 に 応じ て 活用 頂き た い 。 


【 政 策 金融 機関 に つい て 】 

@ 日 本 政策 金融 公庫 に お いて は 、 新 貸付 制度 の 創設 等 に より 、 多 く の 相 談 が 寄せ られ て いる 。 こ れ に 
対し て 、 既 に 様々 な 迅速 化 対応 策 を と っ て いる と 承知 し て いる が 、 引 き 続 き ス ピー ド 感 を も っ て 対 
応 し て 頂き た い 。 

@ また 、 日 本 政策 投資 銀行 に お いて は 、 危 機 対応 業務 を 発動 する こと と し て お り 、 中 堅 企業 等 の 資金 
US の だ の 月 当る 中 SO 

@ 財務 省 と し て も 、 政 策 金 融 機関 の 取組 み の 周 知 を 徹底 し て いく の で 、 各 機関 に お いて は 、 事 業者 に 
政策 が 行き 渡る よう 積極 的 に 取り 組ん で いき た い 。 


【 お わり に 】 

@ 事業 者 が この 局面 を 乗り 越え 、 事 業 を 再度 成長 軌道 に 乗せ て いく た め 、 一 気 町 成 に 、 こ れ ま で に な 
い 発想 で 思い 切っ た 取組 み を 行っ て いく こと が 求め られ て いる 。 官民 の 金融 界 が 総力 を 挙げ て 一 体 
2 っ 1 事業 者 を 表し UL 
























































高島 全国 銀行 協会 会 長 ( 右 か ら 3 人 目 ) 
に 要請 する 麻生 大 臣 





































































































































































































また 、 金 融 庁 で は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 に より 影響 を 受け お 困り の 事業 者 の 皆様 に 向け た リー フ 
| 還 281BDl 陸 le 請 遇 2 ピン あこ ビニ ドー こし ピー ュ 

銀行 等 に お いて は 、 迅 速 か つ 柔軟 に 事業 者 の 資金 繰り 支援 に 取り 組ん で いま す の で 、 お 取引 先 の 銀行 等 
へ 積極 的 に ご 相談 くだ さい 。 

















※ 金融 庁 の 最新 の 施策 に つき まし て は 、 人 金融 庁 ウ ェ ブ サイ ト 特 設 サ イト 
(https://www_fsa.go.jp/ordinary/coronavirus202001/press.html) を ご 覧 くだ さい 。 





リー フレ ッ ト 
「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 影響 に よる 資金 繰り 等 で お 困り の 事業 者 の 皆様 へ 」 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 影響 に よる 


資金 繰り や ロー ン の 返済 等 で お 困り の 皆様 へ 





銀行 等 に お いて は 、 迅 速 か つ 柔軟 に 事業 者 ・ 個 人 
の 皆様 の 支援 に 取り 組ん で いま す の で 
お 取引 先 の 銀行 等 へ 積極 的 に ご 相談 くだ さい 
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まず は お 取引 先 の 
銀行 等 へ 積極 的 に 
ご 相談 くだ さい ! ! 


・ 新 規 融 資 を お 願い し た | 新規 融資 ・ 既 往 
い 。 債務 の 返済 獲 予 
・ 既 往 債務 の 返済 猫 予 

に つい て 相談 し た い 。 相談 

・ 住 宅 ロ ー ン 等 の 返済 

猫 予 に つい て 相談 し た 

| a 

・ 政 府 系 金融 機関 の 活 

用 を 検討 し た い 。 


ーー 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー、 
Fr し 1 
spamw 基 


| 名 ー 協調 ・ 連 連携 


新規 融資 の 相談 
ー フ ティ ネッ こ Tn 


| 政府 系 金融 機関 | 





リリ 金融 庁 


. ろ 幸 rvic 


[ 表 」 





令 和 2 年 3 月 6 日 | 
金融 庁 は 、 金 融 機 関 に 対し 以下 の 通り 要請 し て お り ま す 。 (麻生 財務 大 臣 兼 金融 担当 大 臣 談 話 ) 


| 各 民 間 金 融 機関 に な お か れ て は 、 従 来 よ り 事業 性 評価 や 伴走 型 支援 と いっ た 事業 者 の 実態 把握 と 必 
| 要 な 支援 に 取り 組ん で いる と 承知 し て いま す が 、 今 般 の 問題 に 対す る 対応 は まさ に これ まで の 取組 
| の 真価 が 問わ れる 局面 で す 。2 月 7 日 の 要請 以降 も 、 海 外 旅行 者 だ け で な く 国 内 旅行 者 の 減少 に よ 
| る 観光 業者 の 売上 減少 や 中 国 か ら の 部 品 ・ 材 料 の 調達 難 等 に よる 製造 業者 の 生産 減少 等 に 伴う 、 
| 事業 者 か ら の 資金 株 り に 係る 不安 の 声 が 、 業 種 を 問わ ず 電 常に 多く 寄せ られ て いる も の と 認識 し て 
| この よう な 状況 を 踏ま え 、 事 業者 の 業況 や 当面 の 資金 繰り 等 に つい て 、 事 業者 訪問 や 緊急 相談 窓 | 
| 口 の 設置 な ど を し て 、 更 に きめ 細か く 実態 を 把握 し て 頂く よう 強く 要請 し ます 。 特に 、 年 度 末 は 、 資 金 | 
| 繰り が 更に 厳し く な る お それ も ある こと か ら 、 資金 面 に お いて 事業 者 が 年 度 示 を 乗り 越え られ る よう 、 | 
| ・ 既往 債務 に つい て 、 事 業者 の 状況 を 丁寧 に フキ ロー アッ プ し つつ 、 元 本 ・ 金 利 を 含め た 返済 獲 予 | 
な どの 条件 変更 に つい て 、 迅 速 か つ 柔軟 に 対応 する こと | 
・ 新規 融資 に つい て 、 各 金融 機関 の 緊急 融資 制度 の 積極 的 な 実施 (担保 ・ 保 証 徴 求 の 弾力 化合 
む ) に 加え 、 政 策 金融 機関 や 信用 保証 協会 に よる セー フ テ ィ ネッ ト 貸 付 や セー フ テ ィ ネッ ト 保 証 
等 の 活用 も 含め 、 事 業者 の ニー ズ に 迅速 か つ 適切 に 対応 する こと 
こう し た 事業 者 に 対す る 支援 を 迅速 か つ 適 切 に 実施 で きる 態勢 を 構築 する こと 


| を 現場 の 営業 担当 者 等 を 含め た 金融 機関 全体 に 徹底 頂き た いと 存じ ます 。 また 、 事 業者 か ら 不 必 
| 要 に 多大 な 書類 等 を 徴 求 する こと が な いよ う 配慮 願い ます 。 


ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニニ ニー ニニ ニニ ニー ニニ ニー ニニ ニニ ニー ニニ ーー ニニ ニニ ニニ ーーー ニニ ニニ ーー ニー ニニ ニー ニニ ニー ニー ニニ ニニ ニー ニニ ニー ニー ニー ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニー ニー ニニ ニニ ーー ニー ニー ニー ニニ ニー ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ーー ニニ ニー ニニ ニー ニニ ニー ニニ ニニ ニー ニー ニニ ニニ ニニ ーー ニニ ニー ニー ニニ ニニ ニニ ー= ユ 


【 お 問い 合せ 先 】 
中 金融 庁 の 相談 窓口 (受付 時 間 : 平日 午前 10 時 午後 5 時 ) 


© 新型 コロ ナウ イル ス に 関す る 相談 ダイ ヤル 
O120 一 15681 1 (フリ ー ダ イヤ ル ) 
※1P 電 話 か ら は O03ー5251 一 6881 3 に お か け く だ さい 。 


周 各 財 務 局 の 相談 窓口 

@ 北海 道 財 務 局 。 011-729-0177 © 近畿 財務 局 06-6949-6530 
@ 東北 財務 局 0120-917-993 ⑨ 中 国 財務 局 0120-99-0028 
© 関東 財務 局 048-615-1779 © 087-811-7803 
© 北陸 財務 局 076-208-6711 © 九州 財務 局 096-353-6352 
⑨ 東海 財務 局 052-687-1887 @ 福岡 財務 支局 092-433-8066 


⑥ 沖縄 総合 事務 局 098-866-0095 





財 銀 行 協会 ・ 政 府 系 金融 等 の 相談 窓口 


⑨⑩ 全国 銀行 協会 050-3385-6091 ⑥ 日 本 政策 金融 公庫 0120-154-505 
⑨ 全国 信用 金庫 協会 03-3517-5825 © 沖縄 振興 開発 金融 公庫 098-941-1795 
⑥ 全国 信用 組合 中 央 協会 03-3567-2456 © 商工 組合 中 央 金庫 0120-542-711 

© 日 本 政策 投資 銀行 0120-598-600 
財 事業 者 の 皆様 へ の ご 支援 策 


経済 産業 省 ホ ー ム ペー ジ の 特設 ペー ジ に 様々 な 支援 メニ ュー が 掲載 され て いま す 。 





OANA 
資産 運用 と 国際 金融 都市 の 目指 す 未 来 ~ 





3 月 19 日 に FinCity.Tokyo( 東 京 国際 金融 機構 ) と 日 本 経済 新聞 社 が 共催 で 開催 し た シン ポジ ウム 
i Global Forum 一 資産 運用 と 国際 金融 都市 の 目指 す 未 来 一 」 に 遠藤 長官 が 出席 し 、 次 の よ 
に 講演 を 行い まし た 。 な お 、 本 イベ ント は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 感染 が 拡大 し て いる 状況 を 中 
0 その 模様 は ライ ブ 中 継 に て 配信 まさ れ ま し た 。 








































































































企業 ・ 経 済 の 持続 的 な 成長 と 安定 的 な 資産 形成 等 
に よる 国民 の 厚生 の 増大 を 実現 し て いく 上 で 、 資 産 
運用 業 が 果たす 役割 は 極め て 重要 で す 。 家 計 に 経済 
居 馬 の 県 まめ の 且 だ た らき 9 上 うに OO た の に 
は 、 資 産 運 用 会 社 が 、 中 長期 的 な 運用 パフ ォ ー マ ン 
本 EK こと が が 提 巡 和 評 志ん 。 この 交 

金融 庁 で も 、 資産 運 用 の 高度 化 を 後押し する た 































































































(1) 資産 運用 業界 の 現状 に つい て | シン ポジ ウム で 講演 する 遠藤 長官 | 














日 本 の 公募 投資 信託 市 場 の 純資産 残高 は 、 横 ば い が 続 いて いま す 。 背景 の 一 つ に は 、 日 本 の 多く 
の アク ティ イタ タタ ァ ジ ド の パタ ョ ーー マジ スペ パッ ジフ タタ ァ ジ ド 人 を 下 固 る 次 ど 。 週 嗣 パ 双 革 全 マ 久 の 
間 題 が ある と 指摘 され て いま す 。 

一 方 、 国 際 的 に は 、 手 数 料 が 低い パッ シブ ファ ンド が 資金 を 集め 、 運 用 規模 の 拡大 に 伴う 規模 の 
利益 を 活か し て 手数 料 を さら に 引き 下げ 、 さ ら に 資金 を 集め る と いう 動き が み ら れ て いま す 。 こ の 
結果 、 こ うし た ファ ンド の 運用 会 社 の 宴 占 化 が 進ん で いま す 。 ま た 、 こ うし た 動き に 対抗 する た め 
に 大 手 の ア クティ ブフ ァ ン ド の 運用 会 社 の 合併 が 相次ぎ 、 手 数 料 の 低下 が 進み 、 国 際 的 な 資産 運用 
会 社 の 競争 は 上 厳し いも の に な っ て いま す 。 日 本 で も 、 パ ッ シ ブ ファ ンド へ の 資金 が 移っ て いく 傾向 
が 見 られ て いる ほか 、 ア クティ ブフ ァ ン ド も 含め て 手数 料 水準 は 低下 傾向 に あり 、 国 際 的 な 茂 し い 

中 40 2502 の の 1 (見 UMS 0 は ま 9 





















































































































































( 2 ) 資産 運用 会 社 の 課題 に つい て 


金融 庁 で は 、 こ うし た 現状 を 踏ま え 、 海 外 の 事例 も 参考 に し な が ら 、 国 内 大 手 の 資 産 運 用 会 社 と 
の 間 で 、 パ フォ ー マ ン ス を 向上 させ 、 顧 客 の 利益 を 確保 し て いく た め の 取 り 組 み に つ いて の 対話 を 
始め て いま す 。 こ うし た 中 で 、 資 産 運 用 会 社 に お いて は 次 の 4 つの 課題 へ の 取り 組み が 始ま っ て い 
9 

第 一 の 課題 が 、 資 産 運 用 会 社 に お ける ガバ ナン ス 体 制 で す 。 例 えば 、 米 国 で は 、 フ ァ ン ド 自 体 に 
ビジ ネス ・ 運 用 経験 が 豊富 な 社外 の 人 材 を 中 心 に 構成 され る 取締 役 会 が 存在 し て お り 、 取 締 役 が 
顧客 の 利益 を 最 優先 と する 法 的 義務 (フィ デュ ー シ ャ リー・ デ ュー ティ ー) の 下 、 各 ファ ンド の 手 
数 料 や パフ ォ ー マ ンス 、 収 益 性 等 を 検証 し 、 資 産 運 用 会 社 に 対す る 牽制 機能 を 果たし て いま す 。 他 
方 で 、 日 本 の 投資 信託 の 多く は 、 法 的 形態 の 違い か ら 、 フ ァ ン ド 自 体 の 取締 役 (会 ) が 存在 せ ず 、 
資産 運用 会 社 自 身 の 取 締 役 会 が 顧客 の 利益 を 確保 する た め 中 心 的 な 役割 を 果たさ ざる を 得 な いこ と 
が 指摘 され て いま す 。 特 に 、 金 融 グ ルー プ に 属す る 資産 運用 会 社 の 場合 に は 、 販 売 会 社 で ある 



















































































































































































親会社 の 売り や すい 商品 の 組成 が 顧客 の 利益 と な る 運用 パフ ォ ー マ ンス の 確保 より も 優先 され る お 
それ も 指摘 され て お り 、 顧 客 の 利益 を 最 優先 と する た め の ガ バナ ンス 体制 の 整備 が より 一 層 必 要 、 
と の 意見 も あり ます 。 こう し た 指摘 を 踏ま は え 、 大 手 の 資 産 運 用 会 社 の 中 に は 、 社 外 取締 役 等 を メン 
バー に 含む アド バ パイ ザ リ ー ボ ー ド 等 を 設置 し 。 こ うし た ボー ド が 商品 性 の 検討 ファ ンド の 運営 に 
お いて 顧客 の 利益 を 確保 する た め に 実効 的 な 機能 を 発揮 で きる 体制 を 整備 する 取り 組み も み ら れ る 
中 SUS うつ (UMUSI0d 

第 二 の 課題 が 、 経 営 体制 で す 。 特 に 、 大 手 金 融 機関 の 子会社 と し て 設立 され た 運用 会 社 の 中 に 

は 、 運 用 ビジ ネス の 知見 が 必ず し も 十分 で な い 親 会 社 の 人 材 を 中 心 に (業務 執行 ) 取締 役 を 選任 し 
20 見 受け られ ます 。 そ の 一 方 、 グ ルー プ の 外部 か ら 運 用 ビジ ネス の 経験 が 豊富 な 人 材 を 経 
営 の 中 枢 に 招 嶋 する 取り 組み も 出 て き て いま す 。 

第 三 の 課題 が 、 目 指す 姿 や 自社 の 強み の 明確 化 で す 。 海外 の 大 手 運 用 会 社 か ら は 、 運 用 ビジ ネス 
に お いて は 、 人 外部 環境 を 踏ま えて 自社 の 強み を 明確 化し 、 目 指す 姿 の 実現 に 半生 HAT 
と 立て 、 これ を 着実 に 具体 化す る こ 1 

運用 会 社 の 中 に は 、 目指 す 次 や 具体 的 な 計画 を 明確 に 描け て いな い の で は な いか と 見 受け られ る 事 
例 が 指摘 され て いま す 。 こ うし た 中 で 、 他 社 と は 差別 化 さ れ た 自社 の 強み を 明確 に 打ち 立て 、 具 体 
的 な 計画 の 策定 に 向け た 検討 を 進め る 動き も 見 られ ます 。 

第 四 の 課題 が 、 運 用 を 重視 し た 業務 運営 体制 で す 。 大 手 金融 グル ー プ の 運用 会 社 で は 、 人 事 採 
用 ・ 管 理 や 評価 ・ 報 酬 体系 が 親会社 の 影響 を 受け 、 運 用 ビジ ネス の 特色 を 十分 に 踏ま えて いな い の 
で は な いか と の 指摘 が な され て いま す 。 こ うし た 中 で 、 中 長期 的 に 再現 性 ある 運用 パフ ォ ー マ ンス 
を 確保 する た め 、 運 用 会 社 独自 の 人 事 採用 ・ 管 理 や 、 中 長期 の 運用 成績 を 重視 し た 評価 ・ 報 酬 体系 
の 導入 を 進め て いる 例 も 出 て き て いま す 。 








































































































(2) 資産 運用 ビジ ネス に 知見 の ある 経営 陣 に よ 評 客 利益 が 最 優先 され る べき 資産 運用 ビジ Rie LL 
る 記 人 最 人 先 ・ 胡 有利 点 の 生体 ネス に 対す る 理解 と 、 運 用 高度 化 に 向け た < 















資産 運用 会 社 


(1) 顧客 利益 を 最 優先 と する た め の ガ バナ ン 取締 役 会 (4) 役 職員 の 評価 ・ 幸 本 体系 や 商品 組成 を 含む お ブロ ダク ト ガ 
ス 体制 の 深 立 と 機能 発 近 - SN $4 パナ ンス 、 フ ァ ン ド の 運 党 管理 等 に お ける 業務 営 の 


経営 陣 


各 
(運用 部 門 、 営 業 部 門 、 に 
商品 開発 部 門 等 ) ダク 


デュ ー テ ィ ー 中 長期 的 に 良好 な 運用 成果 の 実現 っ 


( 3 ) 今後 の 対応 に つい て 


以上 の と お り 、 上 記 4 つの 課題 に つい て 資産 運用 業界 の 取組 み が 進 み 始 め て いま す が 、 こ うし た 
取組 み が 実 を 上 げ 、 よ り 企 業 ・ 経 済 の 持続 的 な 成長 と 国民 の 安定 的 な 資産 形成 に お いて 大 き な 役 割 
を 果たし て いけ る よう 、 今 後 も 、 国 内 大 手 の 資 産 運 用 会 社 や その 親会社 等 と の 対話 を 深め て まい り 
まま 9 




































































※ 講演 に つい て は 、 以 下 の URL に て アー カイ ブ 配 信 さ れ て お り ま す 。 
日 経 チ ャ ン ネ ル : https://channel.nikkei.co.jp/e/20200319fincity 




















政策 解説 コー ナー 





監督 局 銀行 第 一 課 課長 補佐 平林 高明 


金融 庁 及 び 日 本 銀行 は 、LIBOR に 関す る 合同 調査 を 実施 し 、 3 月 13 日 に 「LIBOR 利 用 状況 調査 結 
果 の 概要 及び 求め られ る 今後 の 主 な 対応 ] ※ と し て 公表 し まし た 。 今回 は 、 合 同調 査 を 実施 し た 痛 
景 や 、 本 調査 を 踏ま えて 金融 機関 に 求め られ る 対応 を お 伝え し ます 。 





























1. LIBOR 利 用 状況 調査 の 背景 


LIBOR (ライ ボー) は 、 ロ ンド ン の 銀行 間 取 引 金利 を 基 に 算出 され る 金利 指標 で す 。 貸 出 や 債 
券 、 デ リバ ティ ブ な ど 、 様 々 な 金融 商品 ・ 取 引 で 参照 され て お り 、 金 融 機 関 の み な ら ず 事業 法人 を 
含め た 幅広 い 市 場 参 加 者 に 利用 され て いま す 。 

その 一 方 で 、2012 年 に LIBOR が 不正 に 操作 され て いる こと が 発覚 し 、 こ れ 以 降 金 利 指標 へ の 不正 
を 排除 し 信頼 性 を 高め る た め の 「 和 金利 指標 改革 ] が 国際 的 に 進め られ て きま し た 。 わ が 国 で も これ 
を 踏ま えた 対応 を 進め て きま し た が 、2017 年 7 月 、 英 国 の 金融 監督 当局 より 、2021 年 末 以 降 の 
LIBOR の 恒久 的 な 公表 停止 を 強く 示唆 する 重要 な スピ ー チ が 行わ れ ま し た 。 こ れ 以 降 、 英 米 当局 を 
中 心 に LIBOR か ら の 移行 を 強く 促す メッ セー ジ が 発信 され て いま す 。 

で は 、 仮 に 十分 な 備え の な いま ま LIBOR が 公表 停止 され た 場合 、 ど の よう な 影響 が 生じ る で し ょ 
うか 。 例 えば 、 金 融 機関 等 に お いて は 、 貸 出 や 債券 に お ける 支払 受取 金利 の 算出 が で き な く な っ 
た り 、 シ ステ ム 上 で 利払い 額 の 算出 が 困難 に な る お それ が ある と 考え られ ます 。 

本 調査 は 、 こ うし た 経緯 ・ 背 景 も 踏ま え 、 本 邦 金 融 機関 (銀行 ・ 証 券 会 社 ・ 保 険 会 社 等 ) が 保有 
する LIBOR 参 照 の 金融 商品 ・ 取 引 等 の 残高 や 、LIBOR か ら 代 替 金利 指 標 へ の 移行 に 向け た 社内 の 検 
討 態 勢 の 整備 状況 等 の 実態 を 把握 し 公表 する こと で 、 金 融 機関 の LIBOR か ら の 移行 に 向け た 取組 み 
を 促す こと を 目的 に 実施 し まし た 。 




















































































































































































































2. LIBOR 利 用 状況 調査 結果 の 主 な 概要 (図表 1)  LIBOR 参 照 契 約 の 規模 
図表 1 で は 、 定 量 面 の 調査 結果 の 全体 像 残高 ( 光 円 ) 円 ドル ユー ロ | ポン ド | スィ ス フ ラ ン 
を 示し て いま す 。LIBOR 参 照 契約 の 残高 運用 32 121 3 7 0 
は 、 5 通貨 計 で 、 運 用 (貸出 等 ) が 約 164 満期 2021 末 越 | 21 70 2 5 0 
兆 円 、 調 達 (預金 、 債 券 等 ) が 約 35 兆 円 、 うち 貸出 7 75 5 
デリ バテ ィ ブ の 想定 元 本 が 約 6,300 兆 円 で 2 講和 14 義 8 6 
し た 。 通貨 別に みる と 、 ド ル の 割合 が 最も 本 i : s 
高く ヾ 次 いで 円 が 多く を 占め て お り = 
品 、 ポ ンド 、 ス イス ララ ン は これ に 比 し て 2020200 交 吊 ・ = = 
限定 的 で し た 。 2 a : . 
業態 別に みる と 、 金 額 ベ ー ス で は 、 銀 行 満期 2021 末 越 | 2 2 0 0 9 
等 の 保有 割合 が 運用 で 約 90%、 調 達 で 約 デリ バテ ィ ブ ( 起 定 元 本 ) | 2.971 
70% と 大 宗 で し た が 、 デ リバ ティ ブ 契 約 に ーッ 隊 本 














関し て は 証券 が 約 65% と 銀行 ( 約 35%) を 
上 回 り 、 最 も 大 き な 割 合 を 占め て いま し た 。 ま た 、 件 数 ベー ス で は 、 各 業態 の 中 で 、 貸 出 や 預 
金 、 債 券 (調達 サイ ド ) 、 保 険 商品 で 突出 し て いる 金融 機関 も みか られ まし た 。 こ の ほか 、 期 日 が 
2021 年 末 を また ぐ 契 約 に つい て 、LIBOR 公 表 停 止 時 点 で 後継 金利 に 切り 替え る 契約 文 (フォ ー 
パック 条 順 と いい ます 9) は 部 を 除い 0 は ほ は 2 / と 導入 され で いま せん で し た 









































※ 令 和 2 年 3 月 13 日 公表 、 「LIBOR 利 用 状況 調査 結果 の 概要 及び 求め られ る 今後 の 主 な 対応 」 
(https://www.fsa.go.jp/news/r1/ginkou/20200313/20200313.html) 
紙面 の 都合 上 、 図 表 や 脚注 の 掲載 を 一 部 省略 し まし た 。 詳 細 は 上 記 URL を ご 覧 くだ さい 。 7 















































(図表 2) LIBOR 参 照 契約 ・LIBOR 参 照 業 務 の 把握 状況 


で は 、 穫 wmi 四 TTT の 半 
a ; =: 金融 取引 に お ける LIBOR 参 の 把握 LIBOR 参 照 業 務 等 の 特定 
示し て いま す 。LIBOR 参 照 契 約 の 規 i 


ラボ パリ 

模 の 把握 状況 に つい て 、 ほ ぼ 全 て の 5e PS 
金融 機関 が 、 継 続 的 に 把握 また は 概 sw so 

数 ペース で 拍 握 で きる 体制 を 構築 済 の 結 

み と い う 結 果 で し た 。 また 、LIBOR 50% 50% 

公表 停止 の 影響 は 、 金 融 機関 内 の 広 <w 40% 

く 様 々 な 部 門 に 及び うる こと か ら 、 0 

LIBOR を 参照 し て いる 業務 を 特定 で 

き て いる か 調査 し た と ころ 、 全 体 の w 0% 


























































































































約 85% の 人 金融 機関 が LIBOR 参 照 業 務 。 まま 嘩 合 る ま 度 拉 基 生計 寺 層 。 
を 特定 済み 、 ま た は 概ね 特定 済み と きき 生 語 血 2 
いう 結果 と な り ま し た 。 SE 夫 に 
他方 で 、 業 務 の 特定 の みな ら ず 、 休ま 人 





各部 門 に お いて 必要 な 対応 が 進め られ る 必要 が あり ます 。 こ の 点 、 要 更新 シス テム の 洗 出 し 等 、 初 期 
段階 で 求め られ る 対応 に は 相応 の 進捗 が み ら れ まし た が 、 全 体 と し て みる と 作業 中 や 未 着手 の 回 答 割 
合 が 高い 項目 が 多く み ら れ まし た 。 





























3. 金融 機関 に 求め られ る 今後 の 主 な 対応 


本 邦 金融 機関 が 保有 する LIBOR 参 照 の 契約 残高 ・ 件 数 は 相応 に 多く 、LIBOR 参 照 業 務 も 多岐 に わた 
り ま す 。 2021 年 末 ま で に 、 金 融 機関 に は 包括 的 な 対応 が 求め られ て お り 、 経 営 陣 の 主体 的 か つ 積 極 
的 な 関与 の 下 、 具 体 的 な 対応 準備 を 進め て いた だ きた いと 考え て お り ま す 。 

例え ば 、 顧 客 対応 に つい て は 、2021 年 末 を 越え る LIBOR 参 照 在 約 に 必要 最低 限 フ ォ ー ル バッ ク 条 
項 を 手当 て する こと が 重要 で す 。 代 将 金利 指標 の 選択 肢 が 現時 点 で は 全て 出揃っ て いな いこ と な ど を 
理由 に 対応 を 先 延び ば し せ ず 、 コ ンダ クト リス ク の 観点 を 踏ま えて 、 早 期 の 研修 等 を 通じ た 職員 へ の 浸 
透 を 図る な ど 、 出 来る と ころ か ら 移 行 準備 に 着手 する 必要 が あり ます 。 























































































































4. 金融 庁 及び 日 本 銀行 の 今後 の モニ タリ ング 

金融 庁 及 び 日 本 銀行 と し て は 、2021 年 末 と いう 時 限 を 意識 し 、 経 営 陣 の 主体 的 か つ 積 極 的 な 関与 
の 下 、 金 融 機関 に 求め られ る 今後 の 対応 が 適切 に 行わ れ て いる か 、 モ ニタ リン グ を 実施 し て いく 予定 
で す 。 そ の 際 、 今 後 の 移行 状況 を 踏ま え 、 よ り 具 体 的 な マイ ルス トー ン を 設定 する こと や オン サイ ト 
モニ タリ ング の 実施 に つい て も 検討 し て いき ます 。 
































(※) 合同 調査 を 実施 し た 日 本 銀行 か ら 、 下 記 の と お り コ メン ト を 寄せ て いた だ きま し た 。 




















日 本 銀行 金融 機構 局 河西 金融 第 1 課長 か ら の コメ ント 


今回 の 調査 を 通じ て 、 金 融 シ ステ ム 全 体 で の LIBOR 参 照 の 契約 金額 ・ 件 数 や 金融 機関 に お け 
る 対応 状況 が 把握 で きた こと は 、 非 常に 有益 で し た 。 今後 、LIBOR に 代わ る 指標 金利 の 構築 な 
ど 市 場 全体 の 取組 み と 並 行 し て 、 各 金融 機関 に は シス テム 対応 や 業務 の 見 直し な ど 多 岐 に わた 
る 対応 が 求め られ ます 。 特に 、LIBOR 参 照 契約 の 相手 方 と な っ て いる 事業 会 社 等 と の 間 で 、 本 










































































件 に 関す る 理解 を 得 な が ら 円 滑 に 調整 を 行う こと が 重要 で す 。2021 年 末 ま で は 1 年 半 余 り を 残 
す の み で す の で 、 時 限 性 を より 一 層 意 識 し 、 幅 広い 主体 を 巻き 込み な が ら 官 民 一 体 と な っ て 対 
応 を 進め る 必要 が ある と 考え て いま す 。 現在 、 金 融 庁 と 日 本 銀行 は 、 様 々 な テー マ に つい て 従 
来 以 上 に 連携 を 深め て 取組 ん で いま す が 、LIBOR 公 表 停 止 に 関し て も 、 力 を 合わ せ て 金融 機関 
を は じ め と する 関係 者 の 取組 み を 確 り と サポ ー ト し て いく 考え で あり 、 こ の 合同 調査 も 継続 的 
に 実施 し て いく 予定 で す 。 各 方 面 で の ご 協力 を 宜しく お 願い 致し ます 。 
























































政策 解説 コー ナー 





バイ ナリ ー オ プシ ョ ン 取 引 に あたっ て ご 注意 くだ さい ! 





CA A GE: 
係長 ( 無 登 録 業 者 対策 担当 ) 松 忌 和哉 
(※ 本 稿 に お いて 意見 に 係る 部 分 は 筆者 の 個人 的 見 解 で あり 、 所 属 組織 の 見 解 を 示す も の で は あり ませ ん 。) 




































































は じ め に 
US B な ど 高 額 な 情報 商 材 を 利用 し た バイ ナリ ー オ プシ ョ ン 取 引 に 関す る 相談 が 増加 し て いま す 。 特 
に 、 大 学生 や 20 代 を 中 心 に 、「 友 人 や SNS を 通じ て 、 バ イナ リー オプ ショ ン 取 引 の 分 析 ツ ー ル が 入っ た 
USB を 利用 すれ ば 必ず 儲かる と 勧め られ 、U SB を 購入 し て 、 推 奨 さ れ た 業者 と 取引 を 始め た が 、 多額 

の 損失 が 発生 し た | な どの トラ ブル が 急増 し て いま す 。 こ うし た トラ ブル は 、 海 外 無 登録 業者 と 取引 を 
行っ て いる ケー ス が 多く 見 受け られ 、「 業 者 と 連絡 が 取れ な い 」| | 解約 で き な い | と いっ た 相談 も 多数 寄 
せら れ て いま す 。 消費 者 庁 が US B の 訪問 販売 業者 等 に 対し 、 特 定 商取引 に 関す る 法律 に 基づく 行政 処分 
を 行っ た 事例 ( 令 和 2 年 3 月 26 日 消費 者 庁 公表 : https://www.caa.go.jp/notice/entry/019409/) も 出 て 
いい 天王 。 

この よう な 状況 を 踏ま え 、 金 融 庁 で は 、 同 様 の 被害 の 拡大 を 防止 する た め に 、 バ イナ リー オプ ショ ン 取 
引 に 関す る 注意 喚起 を 行い まし た 。 

本 稿 で は 、 バ イナ リー オプ ショ ン 取 引 に 係る これ まで の 規制 強化 及び 今般 の 注意 喚起 の 取組 み に つ いて 
と Na まう 


1. バイ ナリ ー オ プシ ョ ン 取 引 と は 

2 た UIONONN II 2 の 0 2 の 00 の 邊 の まま お が AU ルク アクション て の 
の と お り 、 為 替 等 の 価格 に つい て 、 あ ら か じ め 決 め ら れ た 時 点 の 騰落 を 予測 し 、 あ る 値 よ り も 高い か 低い 
か な ど 、 二 者 択 一 で 選 . ぶ 取引 で す 。 

バイ ナリ ー オ プシ ョ ン の 買い 手 は 、 予 測 が 当たっ た 場合 は 売り 手 か ら 一 定額 を 受け 取り 、 予 測 が 外れ た 

合 は 受取 り が な く 、 オ プシ ョ ン の 購入 時 に 支払 っ た オプ ショ ン 料 が 損失 と な り ま す 。 















































































































































バイ ナリ ー オ プシ ョ ン 5 に 係る これ まで の # 強 し 

58200 ジジ ウミ 論 的 根拠 に 基づく デリ バテ ィ ブ 
引 の 一 種 で 、 外 国 為替 市 場 に ee 主 に 機関 投資 家 の 間 で 行わ れ て きま し た 。 個人 投資 家 向 け に は 、 平 
成 23 年 頃 に F X 取 引 を 取り 扱う 金融 商品 取引 業者 が 取引 の 提供 を 開始 し まし た 。 

その 当時 は 、 わ ず か 10 分 後 な ど 極 め て 短 時 間 後 の 為替 レー ト の 騰落 を 予想 する 取引 が 行わ れ て お り 、 賭 
博 性 が 高く 、 過 度 の 投機 的 取引 が 行わ れる お それ が ある た め 、 公 人 益 又は 投資 者 保護 の た め 必 要 か つ 適 切な 
商品 設計 や 業務 執行 態勢 の 確保 ・ 整 備 を 図る 観点 か ら 、 平 成 25 年 に 金融 商品 取引 業 等 に 関す る 内 閣府 令 及 
び 金 融 商品 取引 業者 等 向け の 総合 的 な 監督 指針 を 改正 し まし た 。 

この 改正 を 受け て 、 自 主 規制 機関 及び 金融 商品 取引 業者 に お いて も 、 バ イナ リー オプ ショ ン 取 引 に 係る 
ルー ル が 整備 され 、 取 引 時 間 を 2 時間 以 上 と する こと な ど が 定め られ まし た 。 


3. バイ ナリ ー オ プシ ョ ン 取 引 に 関す ーーー 一 一 その 「 も うけ 話 大 丈夫 ? 
















































































る 注意 喚起 バイ ナリ ー オ プシ ョ ン 
め の 民 う 信人 パイ 計り 王 共 ダ 多 ョ シン 人 居 RB RE i 
取引 の 健全 化 が 図ら れ て きま し た が 、 | 0 
同じ 妙 た だ たら 紹介 し た よう (6、 晴 授 、 パ あり おら の 直人) ろ ク 


と うむ 4 も まさ jr て 
回 le で OS a 


イナ リー オプ ショ ン 取 引 に 関す る 相談 生生 
が 増加 し で ゆい る 状況 を 踏ま た 。 金融 庁 PR NN RE 











100 2 人 2 GU ER ee 
て 、 投 資 者 の 皆さま に 向け て 注意 喘 起 | 計 計 議 所 





時 的 し て し まう 鞭 『 も うけ 絡め ト ラプ ブル が 坦 加 し て いま す 。 


か 入 表 生 志 モン ター で は 。 本 村 ら の 相反 も 生け 日 り ce り sT. 
天理 者 ホホ ッ ト ラ イン  ( 必 寺 な し い ) 188 


※ 無 登録 業 著 に つい て と 特に 字 生 の 菅 拓 は 


先 街 WW 衣 し 半 。 







。 1 人 で 笠 ま ず に 、 
HH 時 HE Ne 
右 : バイ ナリ ー オ プシ ョ ン 取 引 の "| EST の 
注意 喚起 リ ー フ レ ツ ト 2 で シン や ヤー bos i を * gad fe か 


(1) 金融 庁 ウ ェ ブ サイ ト で の 注意 喚起 

















本 年 2 月 28 日 、 金 融 庁 ウェ ブサ イト に バイ ナリ ー オ プシ ョ ン 取 引 に 関す る 注意 喚起 を 掲載 し まし 
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ト 








ウェ ブサ イト に は 、 バ イナ リー オプ ショ ン 取 引 の 仕組 みや リス ク 、 取 引 を 行う 際 に 注意 する ポイ ン 
を 掲載 し て いま す 。 ま た 、「 X 取 引 や 居間 la こ バ イナ リー オプ ショ ン 取 引 を 提供 する 金融 商品 












































取引 業者 が 加入 する 金融 先物 取引 業 協会 と 共同 で 作成 し た リー フレ ッ ト を 掲載 し て いま す 。 
(2) ツイ ッ タ ー を 通じ た メ 0 ぐ 金 融 庁 on Twitter> 


ト 


め た が 業者 と 連絡 が 取れ な いな どの トラ ブル が 急増 


上 

















また 、 3 月 11 日 に 、 金 融 庁 公式 Twitter ア カウ ン 1j 金融 の 
(@fsa_JAPAN) か ら 、 高 額 な 情報 商 材 を 購入 し WT 

て 海外 無 登 録 業 者 と バイ ナリ ー オ プシ ョ ン 取 引 を 始 【 注 意 喚起 】. 

AA = # バ イナ リー オプ ショ ン 取引 の 投資 分 析 ツ ー ル の 入っ 
た US B メ モリ な ど 、 高 額 な 情報 商 材 を 購入 し た 後 
で いる こと る を ツイード B 計 し に 、 海 外 無 登録 業者 と 取引 を 始め た が 、「 業者 と 連絡 
金融 庁 で は 、 金 融 商品 取引 法 の 登録 を 受け ず に 金 ~” が 取れ な い 」「 解 約 で き な い 」 な どの トラ ブル が 急増 



















































































融 商品 取引 業 を 行っ て いる 者 に 対し て 警告 書 を 発 貼 し て いま す 。 


ピ 


登録 業者 の 情報 を 広く 周知 し 、 無 登録 業者 と の 取 5 
内 

















‘ So fs ラ fSa.dO.jD/ordinary/Chuui 
5 警告 書 の 発 こ 無 Co aa 
(122 当 く 朋 0 書 の 発出 を 行っ た す 投資 す 資産 運用 副業 ま 自 動 売買 






























































つい て 注意 を 呼び 掛け て いま す 。 今回 の ツイ ー ト も 、 投 資 者 の 皆さま に 、 高 額 な 情報 商 材 を 利用 






































た 海外 業者 と の 取引 に つい て 注意 を 呼び 掛け る も の で す 。 


4. バイ ナリ ー オ プシ ョ ン 取 引 を 行う 際 に 注意 する ポイ ント 





画 バイ ナリ ー オ プシ ョ ン の リス ク 

バイ ナリ ー オ プシ ョ ン は 、 騰落 を 予想 する だ け の 簡単 な 取引 の よう に 見 えま す が 、 合 理 的 な 投資 
判断 を 行う た め に は 専門 知識 や 高度 な リス ク 管 理 が 求め られ る 難し い 金 融 取 引 で す 。 「 絶 対 儲 か 
る | な どの 勧 読 を う の み に し な いで くだ さい 。 

バイ ナリ ー オ プシ ョ ン は 、 比 較 的 少額 で 購入 で き 、 損 失 は オプ ショ ン 料 に 限定 され る こと か ら 、 
リス ク の 低い 取引 で ある と 誤解 を 招き や すく 、 安 易 に 何 度 も 取引 を 行い 、 短 期間 に 繰り 返し 取引 し 
た 結果 、 多 額 の 損失 を 被る お それ が あり ます 。 


画 無 登録 業者 と の 取引 に は ご 注意 くだ さい 

日 本 に 居住 する 投資 者 に 対し て バイ ナリ ー オ プシ ョ ン 取 引 を 業 と し て 行う と き は 、 金 融 商品 取引 
AA 0 融 商品 取引 の ライ セン ス を 持つ 業者 で あっ て も 、 日 本 で 登録 
を 受け ず に 金融 商品 取引 を 業 と し て 行う こと は 禁止 され て いま す 。 

1 登録 業者 へ の 追及 は 極め て 困難 で す 。 取引 
を 始め る 前 に 、 取 引 相 手 が 金 融 商品 取引 法 の 登録 を 受け て いる 業者 で ある こと を 必ず 確認 し て くだ 
さい 。 


画 信用 で きる 金融 商品 取引 業者 と 取引 を 行い まし ょ う 

金融 商品 取引 法 の 登録 を 受け た 業者 と 取引 を 行う 場合 で も 、 業 者 の 情報 を で きる 限り 収集 ・ 確 認 
し 、 業 者 の 信用 力 を 慎重 に 見 極め る と と も に 、 取 引 の 仕組 みや リス ク に つい て 十分 理解 し 、 自 己 
資力 及び 取引 経験 等 に 照ら し て 適切 で ある と 判断 する 場合 に の み 、 自 己 の 責任 に お いて 取引 を 行う 
HISNGMdi 
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お わり に 


バイ ナリ ー オ プシ ョ ン 取 引 は 、 知 識 や 経験 が 必要 な リス ク の 高い 取引 で す 。 取引 を 始め る 前 に は 、 














取引 の 相手 が 金融 商品 取引 法 の 登録 業者 で ある こと を 必ず 確認 し 、 適 切な 投資 判断 を 行う よう 十分 ご 
注意 くだ さい 。 






































バイ ナリ ー オ プシ ョ ン 取 引 に 関す る 注意 喚起 に つき まし て は 、 金 融 庁 カ ェ ブ サイ ト の トッ プ 
へ 記 ジ 2 ドウ ソ ング 22 レン リー ノシ ンー の DC だ 
(https://www_.fsa.go.jp/ordinary/chuui/binary.htm) 」 に アク セス し て くだ さい 。 
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お 知らせ 
BookDrive 2020 In FSA 








1. イベ ント 概要 ・ 宮 下 副 大 臣 の 参加 


「BookDrive 2020 in FSA」 は 、 金 融 庁 職 
員 を 中 心 に 来店 者 の 方 か ら も 読み 終え た 本 を 
集め 、 提 携 事業 者 が 金額 を 査定 し 、 内 閣府 等 
が 運営 する 「 子 供 の 未来 応援 基金 ま *」 に 寄付 
する と いう 「 こ ども の みらい 古本 募金 ※2 | 
を 活用 し た 企画 で 、 3 月 23 日 て 31 日 の 間 に 実 
施し まし た 。 こ の 基金 に 集め られ た お 金 は 、 …。 
例え ば 、 こ ども 食堂 の 運営 な ど 、 草 の 根 で 支 出 
援 を 行っ て いる NPO 等 へ の 支援 の た め に 活用 され ます 。 

企画 の 開始 に 当たり 、 宮 下 一 郎 内 閣府 副 大 臣 (金融 担当 と と も に 、2 階 エン トラ ンス の イ 
の /、 (GU あの 2 ES 

また 、 こ の 企画 は OECD に よる 金融 教育 ・ 金 融 包 摂 を 振興 する た め の グ ロー バル ・ マ ネー・ 
ウィ ー ク (GMW) の 取組 み の 一 環 と し て 実施 し て お り ま す 。GMW に 係る 本 年 の 国際 的 キャ 
ン ペ ー ン は 現下 の 情勢 を 踏ま え 残 念 な が ら 急 退 延 期 と な り ま し た が 、 今 回 の 企画 は GMW の 当 
初 予定 時 期 に 合わ せ て 実施 し て いる も の で す 。 

な お 、 企 画 の 主催 は 、 金 融 庁 の 政策 オー プン ラボ (下記 「 参 考 」 を 参照 ) の うち の 一 つ で あ 
る 「 貧 困 間 題 に お ける 金融 分 野 の 可能 性 ] に つい て 取り 組む チー ム (通称 金融 包摂 チー ム ) 
過当 し で 議 り 誤 王 。 












































: GME 公 式 サ イト <https://www.globalmoneyweek.org/ > 
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寄 人 を 受け る 様子 | | 宮下 副 大 臣 記念 撮影 
※1 | 子供 の 未来 応援 基金 |] ウェ ブサ イト : https://www.kodomohinkon.go.jp/fund 


※2 [こども の みらい 古本 募金 | ウェ ブサ イト : https://www.books-kodomonomirai.jp/ 
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2 . 金 融 包 摂 チ ー ム (貧困 間 題 に お ける 金融 分 野 の 可能 性 ) の 取組 み に つ いて 








当 チ ー ム は 、 日 本 に お ける 貧困 間 題 の 解決 の た め 、 金 融 当 局 と し て 、 あ る い は 金融 庁 の 一 職 
上 員 と し て 何 か 取 り 組 め る こと が ある の で は な いか 、 と いう 関心 を 持つ 6 名 の メン バー で 構成 さ 
れ て いま す 。 こ れ ま で 、 貧 困 問 題 の 解決 に 取り 組む 金融 機関 ・ 業 界 団 体 や 関係 省庁 、NP0 等 
と の 意見 交換 や 調査 等 を 行う 中 で 、 当 チー ム は 、 特 に 日 本 の 子供 の 貧困 間 題 に 対し て 金融 当局 
が 取り 組め る こと は な いか 、 検 討 を 進め て きた と ころ で す 。 

統計 に よれ ば 、 日 本 で は 、 子 供 の 7 人 の うち 1 人 が 相対 的 貧困 (その 国 の 文化 水準 、 生 活水 
EN | 果 上り 中 四 和 SG の GS U OU 0 の 0 ら  0HNC の 上 見 2 
換 や 調査 を 通じ 、 日 本 の 子供 の 貧困 は 、 私 た ち が 普 段 暮 らし て いる 中 で は 見 え づ らく 、 自 分 ご 
と と し て 認知 する こと が 難し い 間 題 で あり 、 こ れ を 解決 する よう な 活動 の 輪 が 広がり づら い 、 
00 の 92 の ON つ 06GSS ま Se に 

当 チ ー ム は 、 こ れ ま で の 活動 を 通じ 、 子 供 の 貧困 間 題 へ の 対応 は 、 次 世代 が 希望 や 期待 を 持 
て る 社会 を 作っ て いく た め の 「 未 来 へ の 投資 」 と し て 位置 づけ 、 取 り 組 み を 進め て いく こと が 
重要 で ある と 考え て いま す 。 こ の た め 、 子 供 の 貧困 間 題 に 対し て 、 具 体 的 に どの よう な 取組 み 
が で きる の か 、 金 融 当 局 と し て 出来 る こと は ある の か 、 引 き 続 き 検 対し た いと 考え て お り ま 
90 コ 4 人 GS に 必 條 の 由 本 全休 に の 00 く 過 る 6 JJU ク 2 の 表 に 
供 の 貧困 問題 を 知っ て いた だ く た め の 普及 啓発 も 重要 で は な いか と 考え て いま す 。 

今回 の 「BookDrive 2020 in FSA]」 は 、 普 及 啓発 の 一 つの 取組 み と し て 、 ま ず は より 多く の 
金融 庁 職 員 や 来 庁 者 の 方 に 、 日 本 の 子供 の 貧困 問題 や 、 個 人 と し て こう し た 課題 へ の 解決 に 頁 
了 献 で きる 手段 が ある と いう こと を 知っ て も ら う きっ か け を 作る た め に 開催 し た も の で す 。 

今後 も 当 チ ー ム は 、 和 多様 な 関係 者 と の 意見 交換 等 を 行い な が ら 、 子 供 の 貧困 間 題 に 対す る 活 
動 を 進め て まい り ま す 。 















































3. まとめ 


本 企画 の 開催 に 当たり 、 多 く の 方 か ら 
寄付 等 の 御 協力 を いた だ き 、 心 か ら 御礼 
申し 上 げ ま す 。 こ の 企画 が 、 金 融 関 係 者 
を OS の 2 く の 有 に と つう (有人 民 
の 貧困 問題 に つい て 考え る きっ か け と な 
り ま し た ら 幸 いで す 。 






































た 古本 の 一 部 





i 0 | 
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参考 ) 政策 オー プン ラボ に つい て 
金融 庁 で は 、2018 事 務 年 度 よ り 政 策 オ ー プ ン ラ ボ と いう 取組 み を 実施 し て いま す 。 こ れ は 
若手 職員 を 中 心 と し た 人 材 の 育成 ・ 活 用 、 組 織 の 活性 化 に 取り 組む と と も に 、 職 員 の 新た な 





発想 や アイ デア を 積極 的 に 取り 入れ 、 新 規 性 ・ 独 自 性 の ある 政策 立案 へ と つなげ る た め の 、 
職員 に よる 自主 的 な 政策 提案 の 枠組 み で す 。 





Blockchain Global Governance Conference 
特別 オン ライ ン バ ネ ル 討 諭 開催 








急 、 


本 年 3 月 9 日 、10 日 に 開催 予定 で あっ た 国際 コン 





ファ レン ス 『Blockchain Global Governance = aD ・ FIN バ UM 
Conference [BG2C] 』、『FIN/SUM Blockchain & Blockchain & Business 
Business [FIN/SUM BB]』 は 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス Ge Rlockche usiness 
感染 症 の 動向 を 踏ま えて 、 開 催 を 延期 する こと と し ま 本 i 











し 次 ブロッ クチ ェ ー ン の 健全 な 発展 と 新しい ビジ ネス 創造 の た め に 
出典 : BG2C 公 式 サ イト <https://www.bg2c.net/> 
一 方 、 当 初 開催 日 程 で あっ た 3 月 10 日 に 世界 を オン ライ ン で 結び 、 金 融 庁 長官 を 含め た ブロ ッ ク 
チェ ー ン の ガバ ナン ス に 関わ る 国内 外 の キー パー ソン 達 に よる 特別 オン ライ ン パ ネル 討論 を 開催 
し 、 プ ロッ クチ ェ ー ン に 関す る 新しい 国際 的 な 協力 体制 の あり 方 に つい て 討論 が 行わ れ ま し た 。 


















































る BG2C 特別 オン ライ ン パ ネル 討論 概要 * 
金融 多様 化 の た め の マ ル チ ス テー ク ホ ル ダ ー プ ラッ ト フ ォ ー ム ーー ガバ ナン ス 新 時 代 の 到来 一 





・ 遠藤 俊英 金融 庁 長官 
・ ビ ピッ タダ ー・9 ォ > VeriFi (HongKong) 会 長 ・ ア ー ロ バラ イト イェ シー- ハ - 大 カド ・ ロ -2 ク - ル 教授 
松尾 真一 朗 米 ジ ョ ー ジ 多 ッ 大 研究 教授 ・ ジ ェ マ 人 マ ・ ケ リー 7 ファ 人 ナン シャ ル タ イ ん ム ス X 記者 【 モ 7 レ - タ 】 




















討論 の 模様 は こち ら か ら 視 聴 で きま す <https://www.bg2c.net/panel_discussion.html> 

パネ ル 討 論 の 冒頭 、 遠 藤 長官 が 規制 当局 者 と し て の 立場 か ら 、 以 下 の よ うに 挨拶 し まし た 。 

・ ブロ ッ ク チ ェ ー ン に 基づく 分 散 型 金融 シレ ステ ム で は 、 仲 介 者 が いな い 完 全 に P2P の 金融 取引 を 実 
現す る 可能 性 が あり ます 。 そ の 中 で 、 プ ロッ クチ ェ ー ン 技術 の 特性 で ある 高い プラ イバシー 性 や 

耐 改 針 性 は 強固 な セキ ュ リ ティ を も た ら す 一 方 、 プ ライ バシ ー 保 護 技術 の 発展 に 伴い 不正 取引 の 

追跡 可能 性 が 損なわ れ 、 既 存 の 規制 の 執行 能力 が 失わ れる 恐れ も あり ます 。 

・ こう し た 分 散 型 シ ステ ム に あっ て も 、 金 融 の 安定 、 消 費 者 保護 、AML/CFT と いっ た 規制 目標 を 達 
成 し イノベーション が も た ら す 社会 的 な 便益 を 享受 する た め に は 、 我 々 規制 当局 は 、 今 まで 出 
会 っ た こと の な い ス テー ク ホ ル ダ ー と 調整 を し て いか な けれ ば な ら な いか も し れ ま せん 。 我が国 
が 議長 国 を 務め た 昨年 の 320 で は この 間 題 を 提起 し 、 規 制 当局 と 幅広 い ス テー ク ホ ル ダ ー と の 間 
の 対話 を 強化 する こと の 重要 性 に つい て 合意 が 得 ら れ ま し た 。 

・ この 点 、 イ ンタ ーネット は 、 紅 余 曲折 は あり つつ も 、 分 散 ネ を ットワーク の アー キテ クチ ャ に 由来 
する 多く の 課題 を 調和 し 、 ス テー ク ホ ル ダ ー 間 の 理想 的 な ガバ ナン スモ デル に 辿り 着い た と いう 
点 で 、 最 も 示唆 に 富む 例 か も し れ ま せん 。 

・ この 後 の 討 論 で は 、 イ ンタ ーネット の 専門 家 等 が 健全 な ガバ パナ ンス を 実現 する 上 で 様々 な ステ ー 
クボ ルター が と どの よう に 協力 (で きる か を 詩 論 し ます くし で この 詩 府 を 通じ PO 還 ッ ク 

















































































































チェ ー ン に 関す る 新しい 国際 的 な ネッ トワ ー ク の 必要 性 が わか る の で は な いか と 思い ます 。 


I 
| 


パネ ル 討 論 の 中 で は 、 米 ジョ ー ジ タウ ン 大 の 松尾 真一 
郎 研究 教授 より 、 ブ ロッ クチ ェ ー ン に 関す る 新しい 国際 
的 な ネッ トワ ー ク で ある 「Blockchain Governance 
Initiative Network (BGIN : ビギン ) | の 設立 が 発表 さ 
llUXS) 

金融 庁 は 様々 な ブロッ クチ ェ ー ン ・ ス テー ク ホ ル ダ ー ご | 
と の 対話 や 協 働 を 行っ て きた 経験 を 活か し 、 ス テー ク ホ MW 
ル ダ ー の 一 員 と し て BGIN の 活動 に 貢献 し て いき ます 。 上 a | 


出典 : BG2C 特 別 オ ン ラ イン パネ ル 討 論 <https://vimeo.com/395638416> 
























































※ BGIN の 設立 に つい て は こち ら を ご 覧 くだ さい <https://www.fsa.go.jp/news/r1/sonota/20200310.html> ] う 


「 基 幹 系 シス テム ・ フ ロン トラ ン ナ ー・ サ ボー ト ハ ブフ 」 
の 設置 に つい て 


金融 庁 は せ 、 デ ジ タ ラ イ ゼ ー シ ョ ン の 進展 に より 、 新 し い プ レイ ヤー が 人 金融 分 野 に 進出 する こと で 草 新 
的 な サー ビス が 生ま れる 中 、 利 用 者 利便 や 生産 性 向上 に つなが る 金融 サー ビス の 向上 に 向け て 、 イ ノ 
ベー ショ ン に 向け た チャ レン ジ を 促進 する 取組 み を 行っ て きま し た 。 


例え ば 、 平 成 29 年 9 月 に 、FinTech を 活用 し た イノ ベー ショ ン に 向け た チャ レン ジ を 加速 させ る 観点 
か ら 、 前 例 の な い 実 証 実験 に お ける 法令 解釈 に 係る 実務 上 の 課題 等 の 論点 に つい て 継続 的 な 支援 を 行う 
「FinTech 実 証 実験 ハブ 」 を 設置 する 等 、 フ ィ ン テ ッ ク 企 業 等 の 支援 を 続け て お り ま す 。 


多様 な 事業 者 等 に よる イノ ベー ショ ン が 進む 一 方 で 、 こ れ ま で 金融 機関 の サー ビス を 支え て きた 堅 中 
な 基幹 系 シス テム は 、 肥 大 化 や 複雑 化し て し まっ た 結果 、 デ ジ タ ラ イ ゼ ー シ ョ ン の 恩恵 を 利用 者 に も た 
ら す た め の 機 動 的 な 対応 を 困難 に する な ど 、 多 く の 金 融 機関 で 課題 と な っ て お り ま す 。 特 に 、 地 域 金 包 
機関 を は じ め と し て 、 厳 し い 経営 環境 の 下 に 置か れる 金融 機関 に と っ て は 、 持 続 可能 な 経営 を 進め る う 
え で 、 こ うし た 基幹 系 シス テム の 開発 ・ 運 用 に 要する 過大 な コス ト を 抑え る こと は 喫緊 の 課題 に も な っ 
CUBSOSRdW8 

こう し た 課題 を 踏ま えて 、 す で に 一 部 の 金融 機関 や シス テム ベン ダー で は 、 業 務 ・ サ ービス に 不可 欠 
が 1 プン ララ と な うつ で いる 時 昌 ネ ンス チム に つい 思 東 な / ア リク ニン ョ ン 開 発 て 部 還 2 ス と の 機 
動 的 な 接続 等 を 実現 可能 と する も の に 進化 させ て いく べく 、 基 幹 系 シス テム に 関す る 前 向き な 取組 み に 
新た に 取り 組み 始め て お り ま す 。 

こう し た 動き を 当局 と し て も 支援 する た め 、 既 に 設け られ た 「FinTech 実 証 実験 ハブ 」 の 窓口 に 「 基 
幹 系 シス テム ・ フ ロン トラ ン ナ ー・ サ ポー ト ハ ブ ] を 設置 ※ し まし た 。 同 ハ プ で は 、 法 令 解釈 等 の 機能 
財 和 M200 ll ガバ ルン ん PIE ある 2 リ バク 和正 理 午 レス モニ ミク リク クノ の 人 の ら FU 選 邊 し りり 議 
論 す る こと で 、 金 融 機関 に よる 基幹 系 シス テム を 巡る チャ レン ジ を 後押し し て まい り ま す 。 

さら に 、 こ うし た 新た な 基幹 系 シス テム の 開発 等 を 検討 する 金融 機関 の 支援 内 容 を 公表 する こと で 、 
他 の 金融 機関 に よる 新た な 創意 工夫 を 呼び 起こ すこ と に つなが る こと も 期待 し て いま す 。 多く の 金融 機 
関 の チ ャ レン ジ に 向け た ご 相談 を お 待ち し て お り ま す 。 

( 例 ) 銀行 の 勘定 系 シス テム の 場合 の イメ ー ジ 


課題 の ある 現行 の シス テム 新しい 取組 み の 例 


ソ オー プン 系 シス テム 





















































































































































ご 相談 窓口 | 公開 され て いる 仕様 で 構築 され た 環境 の 中 で 複数 の 
| "ペン ダー が 開発 する ソフ トウ ェ ア や 機器 を 組み 合わ せ 
ロ 受付 時 間 NN | て 構築 され る シス テム で 、 製品 の 柔軟 な 選択 が 可能 。 
ヽ | 中 \ | \ 
平日 9 時 30 分 ご 18 時 15 分 Sn】 NF RTE 
‘ oN \ い ジ { ハ 1 \ 

ロ 連絡 先 . No | 7 1 | 独立 し て 実装 する 各 機能 ・ サ ービス の 構成 要素 を 吐 
メー ル : pochub@fsa. go. jp NV | 結合 で 構築 する こと で 、 シ ステ ム 変 更 の 影響 を 極小 
電話 番号 : 03 - 3581-9510 還っ 本 

ロ 担当 部 署 | \ / ソ クラ ウド 化 
総合 政策 局 総合 政策 課 用 | | 5 まこ を シス テム を パブ リッ ク ク ラ ウド 上 に ます る こ 

。 か i 8 / \ で 、 自 前 の シス テム 資源 を 持た ず に 、 必 要 な シス テ 
FinTech 実 証 実験 ハブ 担当 ・ ui / ムリ ソー ス の 適時 調達 が 可能 。 ま た 、 ハ ー ド ウェ ア の 


) メン テ ナ ン ス か ら 解 放さ れる 。 加え て 、 ク ラウ ド 経 由 で 
提供 され る Al 等 の 新 技術 活用 が 容易 に 可能 。 





( 注 ) 基幹 系 シス テム ・ フ ロン トラ ン ナ ー・ サ ポー ト ハ ブ は 、 銀 行 等 の 預金 取扱 金融 機関 に 限定 し た も の で は あり ませ ん . 























※ 令 和 2 年 3 月 26 日 公表 、「 基 幹 系 シス テム ・ フ ロン トラ ン ナ ー・ サポ ー ト ハブ の 設置 に つい て 」 
申込 方 法 及び 申込 後 の 流れ に つい て は 、 以 下 の URL を ご 覧 くだ さい 。 14 
<https://www.fsa.go.jp/news/r1/sonota/20200326.html> 








今月 の 金融 庁 の 主 な 取組 み 
(2020 年 3 月 2 日 3 月 31 日 ) 

















[地域 に お ける 一 般 乗合 旅客 自動 車 運送 事業 及び 銀行 業 に 係る 基盤 的 な サー ビス の 提供 の 維持 を 図る た 
め の 私 的 独占 の 禁止 及び 公正 取引 の 確保 に 関す る 法律 の 特例 に 関す る 法律 案 ] の 閣議 決定 (3 月 3 日 ) 


第 201 回 国会 に 「 金 融 サ ービス の 利用 者 の 利便 の 向上 及び 保護 を 図る た め の 金 融 商 品 の 販売 等 に 関す る 
法律 等 の 一 部 を 改正 する 法律 案 ] を 提出 (3 月 6 日 ) 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 影響 拡大 を 踏ま えた 事業 者 の 資金 繰り 支援 に 関す る 麻生 財務 大 臣 兼 金融 担 
当 大 臣 談話 (3 月 6 日 ) 
アメ グチ デュ ェ ー ン に 関す る 親しい 国際 キッ w ト ウー ク (BGIN) を 設立 "(3 上 月 10 目 ) 
保険 会 社 等 に 対し 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 伴う 金融 上 の 措置 に つい て 要請 (3 月 13 日 
LIBOR 利 用 状況 調査 結果 の 概要 及び 求め られ る 今後 の 主 な 対応 (金融 庁 ・ 日 本 銀行 ) (3 月 13 日 
新型 コロ ナウ イル ス 成 染 症 の 影響 拡大 を 踏ま えた 健全 性 基準 上 の 確認 (3 月 17 日 ) 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 影響 に よる 資金 繰り 等 で お 困り の 事業 者 の 皆様 へ 《 リ ー フ レッ ト )》 を 作成 
( 3 月 19 日 ) 


金融 安定 理事 会 に に よる プレ ス ・ リ リー ス | 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 に 対応 し て 経済 強化 の た め の 人 金融 
セク ター の 取組 み の 連 携 を 図る ] (3 月 23 日 ) 


バー ゼル 銀行 監督 委員 会 に に る プレ ス ・ リ リー ス 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 に 対す る 政策 お よび 監督 
上 の 協調 | (3 月 23 日 ) 

企業 会 計 審 議会 監査 部 会 に に る 「 監 査 基準 の 改訂 に つい て (公開 草案 ) | 及び 「 中 間 監 査 基準 の 改訂 に 
つい て (公開 草案 ) 」 (3 月 23 自 ) 

適正 な 市 場 機能 と 取引 の 公正 の 確保 に 関す る 金融 担当 大 臣 談話 ( 3 月 24 日 ) 

[株 式 新規 上 場 (IPO) に 係る 監査 事務 所 の 選任 等 に 関す る 連絡 協議 会 | (第 3 回 ) 開催 (3 月 24 日 ) 


| 責任 ある 機関 投資 家 ] の 諸 原 則 く 日 本 版 ス チュ ワー ド シ ッ プ ・ コ ー ド ター 投資 と 対話 を 通じ て 企業 の 
持続 的 成長 を 促す た め に 一 ( 再 改訂 版 ) (3 月 24 日 ) 


金融 機関 に 対し 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 影響 拡大 を 踏ま えた 事業 者 の 資金 繰り 支援 に 関す る 要請 
を 実施 (3 月 24 日 ) 


基幹 系 シス テム ・ フ ロン トラ ン ナ ー・ サ ポー ト ハ ブ を 設置 ( 3 月 26 日 ) 


IOSCO に よる プレ ス ・ リ リー ス 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 に 対す る IOSCO を 通じ た 証券 規制 当局 の 協 
調 」 (3 月 26 日 ) 


[株 式 新規 上 場 (IPO) に 係る 監査 事務 所 の 選任 等 に 関す る 連絡 協議 会 報告 書 (3 月 27 日 ) 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 を 踏ま えた 金融 機関 の 対応 事例 (3 月 27 日 ) 
本 邦 に お ける 自己 資本 比率 規制 等 の 実施 延期 (3 月 30 日 ) 
中 央 銀行 総裁 ・ 銀 行 監督 当局 長官 グル ー プ に よる プレ スリ リー ス 「 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 へ の 対応 
と し て 銀行 や 監督 当局 の 実務 上 の 対応 力 を 高め る た め 、 バ ー ゼ ル 川 の 実施 延期 」 (3 月 30 日 ) 
[地域 金融 機関 の 経営 と ガバ ナン ス の 向上 に 資す る 主要 論点 (コア ・ イ シュ ー) 一 「 形 式 」 か ら 
[実質 ] へ の 変革 一 ( 案 ) 」 等 に 関す る パブ リッ クコ メン ト の 結果 等 (3 月 31 日 ) 











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































編集 後記 
アク セス FSA 4 月 号 を ご 覧 いた だ き あ り が と う ご ざ いま す 。 今月 号 で な ん と 2 0 0 号 を 迎え まし た 。 平成 1 4 年 
に 創刊 以来 、 コ ツ コ ツ と 積み 上 げ て きた 結果 で す 。 実 は 私 自身 、 平 成 1 4 年 に 金融 庁 に 入 庁 し て お り 、 ア クセ ス 
FSA と は 同期 な の で 感 居 ひと し お で す 。 
思い 返せ ば 、 不 良 債 権 問題 、 リ ー マ ン ショ ッ ク 、 地 域 金 融 、 資 産 形成 な ど 金 融 行政 の 課題 は 様々 に 変遷 し て きま 
し た 。 今後 も その 時 々 の 課題 ・ 政 策 を 出来 る 限り タイ ムリ ー か つ 分 か りや すく お 伝え で きれ ば と 思っ て お り ま す 。 
足下 、 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 症 の 影響 へ の 対応 に 注力 し て いま す 。 麻 生 大 臣 も 大 臣 談話 の 発出 、 全 銀 協会 長 等 
へ 直接 要請 な ど 、 対 応 を 深化 させ て お られ ます 。 
引き 続き 、 全 庁 を あげ て し っ か り と 対応 し て いき た いと 思い ます 。 
金融 庁 広報 室長 和田 良隆 
編集 ・ 発 行 : 金融 庁 広 報 室 





